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【研究課題名】
　全国頭頸部悪性腫瘍登録に登録されたHPV関連中咽頭癌を対象とする一時治療
最適化のための観察研究

【研究期間】
研究倫理審査委員会承認後～2019年3月31日

【研究対象】
ＨＰＶ関連中咽頭がん（側壁、上壁、後壁、前壁）の患者さんで、2011年1月1日から2014年12月31日までの期間中に、当院で治療を受けた方

【研究目的・意義】
中咽頭がんは従来、酒・タバコが原因で発癌すると考えられていましたが、最近ヒト乳頭腫ウィルス（HPV）が原因で発症する中咽頭がんが増加しています。このHPVが原因であるHPV関連中咽頭がんは酒・タバコによって発症する扁平上皮がんと組織型が同一にもかかわらず予後は良好で、従来の中咽頭がんとはまったく異なる生物学的な態度をとります。そこで、全国多施設悪性腫瘍登録（HNCプロジェクト）に登録された症例をもとに、HPV関連中咽頭がんの進行度とリスク因子から生存期間とQOLを考慮した最適治療の探索を行い、患者さんへの治療の際に参考となるような研究を行います。

【研究方法】
この研究で利用させていただく情報は、厳重に管理された日本頭頸部癌学会の全国多施設悪性腫瘍登録（HNCプロジェクト）データセンターへ登録されます。日本頭頸部癌学会では、全国のHPV関連中咽頭がんの情報を集めた上で、患者背景、病理診断、治療内容、予後などの項目ごとに集計し解析いたします。集計の結果は、学会報告や学術雑誌、日本頭頸部癌学会のホームページ等などで公に発表されることもあります。
沖縄県立中部病院では日本頭頸部癌学会と全国の医療機関と協同してこの研究を行っています。

【研究に用いられる試料・情報の種類】
この研究では患者さんのカルテの診療情報を利用させていただきます。利用させていただく診療情報は次のようなものです。
識別情報（生年月日、性別、初診年月日）、既往歴（喫煙、飲酒）、
原発部位、病理診断、治療前診断情報、治療法、予後情報など


【外部への試料・情報の提供】
利用する情報からは、患者さんを特定できる個人情報は削除します。

【個人情報の取扱い】
研究成果は学会や学術雑誌で発表されることもありますが、その際も患者さんの個人情報が公表されることはありません。

【研究組織】
研究代表者：家根　旦有
近畿大学医学部奈良病院　耳鼻咽喉科
〒630-0293　奈良県生駒市乙田町1248-1
TEL：0743-77-0880　　FAX：0743-77-0890

研究事務局：日本頭頸部悪性腫瘍全国登録委員会
〒135-0033　東京都江東区深川2-4-11　一ツ橋印刷
（株）学会事務センター内
TEL: 03-5620-1953　FAX: 03-5620-1960　E-mail: hnc-admin@umin.ac.jp

【本研究に関する問い合わせ先】
沖縄県立中部病院　診療科名：耳鼻咽喉・頭頸部外科　担当者名：須藤　敏 
沖縄県うるま市宮里281番地
TEL：098-973-4111 （代表）

